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は じ め に

この報告杏は、佐賀県農業基盤整備事業等の施工に先立ち実施した、埋蔵文化財の確認

潤査の結果をまとめたものです。

本県には埋蔵文化財が多数存在しており、県教脊委貝会では、これらの負重な文化財の

保護と農業等を営む方々の生活碁盤を整偏する事業との潤整を図るため、文化財の確認讃

査と記録の保存を進めております。

今回、平成10年度農菜基盤整備事菜等施工予定地区について文化財確認讃査を行った結

果、旧石器時代から近世にわたる各時代の辺跡が確認され、ここにその成果の一端を紹介

するものです。

本f1が、文化財を限民の共有財産として大切に保存していくための汽料として役立てて

いただけれぱ幸いです。

この潤査にあたって、文化庁、九州腹政局、県店林部、各市町村教育委目会 ・土地改良

担当課並びに地元関係各位の深い御理解と御協力に対し、心からお礼申し上げます。

平成11年3月31日

佐賀県教育委目会

教育長川久保善明



例 言

I.*杓は、国庫補助を受け平成9年度に確認閲査を実施した佐竹県煤業基盤整偏事業に1平う文化

財潤査報告iりである。

2. 讀査は、市町村教脊委員会の協力を得て、佐買県教育委t'J会が行った。

3. トレンチ（試掘溝）位誼図作成、 追構の実測、 写真撮影は潤査~;iが行った。

4, 追物の整理 ・製図・報告i'1作成作業は、佐竹県文化財課 （神埼事務所）で行った。

・ 這物整理……••……… . . .. ...田中ハルミ・中島芙須三

・図面整理・辺物実測……••江烏美恵子 ・ ーI:瀧光子・山口美佐子、
・製図・・..........…, .... ... •.. …•三好文子

5. 本行の執第は下記の分捐で行った。

1、a、IV .. 會......…, ..... ・・・・・・古川直樹 （佐賀県敦行委員会）
DI-I・2・・・・・・ ………• •…… •記田浩二 （上舷町教育委目会）

m- 3 ···· ····· ········ •·· ··•···· ··· 宗像 剛 （宮士町教行委U会）

Ill-4・・・・・・・・・・・・・・ …•…••….. ・・楠本正J:(佐賀市教育委U会）

ID-5・5 ........................ 三代俊行（ ’’ 

ill-7 …••…...... ... , …• •……•松尾法附 （佐買県枚行委目会）

ill-8・・・・・・・・・・・・・・・・ …………••岩永雅彦（多久市教育委n会）

ill - 9 · 10………•• •… • •……•西村秀昭 （江北町教行委口会）

皿ー11・…………........ , ..... …船井向洋（伊万里市教育委H会）

ill-12・・ ………••……•••……・・内田孔明 (I廿消市教付委目会）

lll-13・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 藤井沿司（肥前町教有委tl会）

6. 本的こmいた方位は、原則として座椋北とし．磁北を用いた場合はその旨を記した。

7. 挿図中の■は道構 ・遵物が確認されたト レンチ、 口は迅構・ 遵物が確認できなかった トレンチ
である。

8. 本t'JII平成9年度文化財確認潤査の内容は、調査Uから提出された閾査結果報告をもとに編集

者がまとめている• Dの報告及び＂の各祖 当者の原脇のうち 「土濃」や 「・・・・・・跡Jの表記等につ

いては統ーを図りまた一部表現を変えたところがある。これらの文沢は編集者に婦す。

9. 本l'Iの編秘は會 古川が行った．
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I. 調査に至る経過

I. 平成10年度農業基盤整備事業等に伴う文化財確認詞査

(1)農業基盤整偏事業等に係る協謙

県屈林部と教行委n会が昭和53年4月に締結し、昭和59年4月に一部改iEした 「店業碁盤整佑9事業に係る埋蔵
文化lりの保護に1関する確認とい項」に）甚づいて、平成9年9月に平成LO年度関菜碁盤整贔n11,菜施J:叶両について!J(

業111当 t'il~-;Jから文化財保詭捐当部/;Jへの協議が求められた。 平成10年腹工事地区のうち予偏，J1査 （分布 ・ 試掘·

確認；隕在）の対泉となった地区は、佐買東部地区（氏栖市・中原町 ・東存根村 ・脊搬村・ 上峠町・神埼町・甚1J」

町 ・三瀬村）3'.l.lha亀佐打西部地区（佐竹市 ・JII副町・東与竹町・ 大和町・ 三E1月町・多久iii・1;rJ:IIT・小城町）

106.3ha、佐費南部地区（鹿島市・武雄市・太良町・江北町・塩田町・山内町・北方町・妍野町 ・ 大町町・布I~]

llf) 120.lha、佐ti北部地区（伊万里市 ，浜玉町・ヒ山村・倣木町・相知町 ・北波多村・西有田町）71.4ha、佐竹

L: 場地区（／仔津市・肥前町 ・玄海町） 13.2haの合Jt344.lhaである。施工主体は県農林部 ・悶村農地整紺局所笠

の県営、市町村所行の団体営{jJ'.業等に区分される。また、九州農政局筑後JII下流燐梨水利事務所の筑後IllF流m
*'''業に I平う協議 （佐賀市 ・ 大和町 ・川副町 ・ 神埼町・ 三日月町）、佐賀中部屈地Fli災 'I•栗所の農業用水関係事

菜に伴う協議（佐買市・HI副町・ 東与打町・ 三E1月町）もなされた．

(2)文化財確認詞査

協議した施i:at画について現地躇在などの結火をもとに検討を行い、文化財確認潤在が必要と認められた地区

u乏））を決定した。これを受け、当該,Ii町村の教有委日会 ・土地改良m当課、県農林部 ・謀付農地整紺局との
第I(iii ~(の 「平成10年度農菜碁盤整備,1i業に係る文化財の保護に関する協議会」 を県教行委員会が主催して, 10 

flI61c! に開催し．文化財確認潤在の時期などのf'I沿な実施について協議した。

文化財確認閥査は、 ~;!JIiiとして稲刈り終了から及の作付けまでの期間 (10月 -F旬-12月 J:句）までの間に行っ

たが、地区によっては上物の状況等により年度末までずれ込む箇所もあった。

確認，関在はJJiH!りとして、 2X2mの トレンチ（試拙消）を20ml:tl隔で甚盤目状に設定し、埋蔵文化！！オの有無、

性格．範佃などを聞布した。

(3)農業基盤整備事業等と文化財保謹に関する協繕

確認潤究によって明らかになった事業施：I'. 予定地区内の泣跡の広がりは．佐買束部地区44,000m'、佐賀西淫地

区12.700m、佐符北部地区l,050n?,佐買上場地区24,740m'O),lt82,490面であった。1左買南部地区では迅跡は確認

されなかった。

この濁行結果を甚に関係市町村教ti'委只会が主体となって個別協講が行われ、12月1813に第2liil目の合同会議

を開催し．平成10年度の事菜計画と埋蔵文化IM'保頷との閲整がなされた。大方の市町村では、この会艤において

平成10年/f!J:•JC施:i:分の保存 • 発堀潤在面積の濶整が整ったが、佐買東部地区の品栖市 ・中原町．佐買西部地区

の佐rtm、佐竹L:場地区の玄海町における事業の一部については、潤整が10年度以降にずれ込んだ。このような
経過を経て潤整を行った結*・ 平成lO年度 C,J(施J:分となった辺跡の大部分は盛土：[法など設：It変更によって保

({-することになり、残りの18,59L5m'については平成10年度に発掘潤在を安施して記録保uを図ることにしたが、
J,'f津,f;分では、平成11年度以降に発掘閲布を根り分ける惜沢も行った。

平成9年度に市町村牧-fr委U会が実施した発掘潤在 (;/1:2)は、平成8年度に同様な過程で確認潤在を実施し、

悶業JH8整備,,,業等什l当部局との協議を経て、記録保存で対応することになったものである。
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2. 謂査組織

平成9年皮

潤在主体

佐釘県教行委U会

総括

局長（弗坂勝拐県文化財課長

次長深町昌司楳文化財課長補佐 ＊屈康二 県文化財課長補佐田平徳栄県文化財諜長補佐

庶務

岩瀬茂生県文化課庶務係長

久保 IJ行 県文化課庶務係主査

古村俊也県文化諜庶務係主,Jr

'ii~ 窪辺代限文化諜庶粉係主~jf

潤在

讃査総括西田 和己県文化財課管理 ・指導班企画閑整屯在 船井向洋 fl•万里iii教1'{委U会

徳'/;S fflj久 県文化財課行理 ・指導班企両潤整主在 山口 亨 大,Ill町教行委い会

滋査主任松尾法tり県文化財課符理・指収班主査 家像 剛 r.~ 士町教百委員会
潤冗日 武谷 和彦 県文化財諜行理・指導班文化財保護主lJi 太田 睦 中原町教f委H会

曲II 沿文 !'記文化財課管理・指収班文化財保語主祁 野田 桂子 1机原町教行委n会
古川 直樹限文化財謀行理・指導班指導主;~ 徳永貞紹 三13H町教育委日会

福rn義彦佐買市教育委日会 水田稲弗 三日月町教H委U会

古買政彦佐買市教行委U会 中尾修二 浜玉町教存委員会

中野 充佐買市教＃委貝会 藤井浩司肥前町教ff委U会

内田孔明 12/i-l!市教tr委U会 宮崎光明西有田町教有委R会

石縞 新次 ．科栖市教付委貝会 西村 秀昭江北町教行委U会

濶査協力

佐買市教育委U会 川副町教#委目会 三瀬村教'ff委U会

唐沖市教行委fl会 束与賀町教有委R会 碁山町教育委員会

・い栖市教育委只会 *#llllf教宥委U会 中原町教¥f委目会

多久,Ji枚有委い会 富-t:町教rr委日会 上峰町教有委日会

f.JI万里市教行委U会 神埼町教行委U会 小城町教ff委H会

武雄,1,敦行委い会 束存販村敦有委n会 三日月町敦行委R会

鹿島市教付委目会 脊振村教育委目会 浜玉町教脊委U会

ヒ山村教行委員会 玄海町教行委U会 江北町敦存委H会

厳木町教行委日会 西イ1田町教脊委員会 :/,j明町教ff委只会
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相知町教有委n会
北波多村教育委員会

肥前町教存委目会

山内町敦rt委n会
北方町教育委貝会

大町町教行委日会

九州農政局筑後川下流農業水利専務所

九州農政局佐買中部農地防災事業所

佐賀中部農林事務所

烏栖農林事務所

武雄農林専務所

鹿島農林事務所

伊万里農林事務所

唐津農林事務所

各市町村土地改良担当課

地元各位

潤査指導

下条信行愛媛大学教授

-3 -
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塩田町教育委員会
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表 l 農業基盤整備事業等施工予定地区内文化財確認調査一覧表（平成9年度）

地 区 市町村名 :r.~ 地区名 所 (f. 地 確四椋対象面積(ha)I 潤 査 粘 采 捐当者 備 考

佐賀東部 ・r.i柄市 九千部山横断 ．む栖市牛原町大字若林 3.2 中世山城 石橋 勝尾城下町迫跡

中原町 九T-部山横断 中原町大字原古賀 1.2 I 平安時代煤祀道構，中世山城 太LTI・野田 鷹取山城跡

佐賀西部 佐賀市 鍋⑭ 佐賀市鍋島町大字森m 27.4 中世～近世躾落 古賀 森m遺跡ほか

金立束部 佐賀1『金立町大字薬師丸 23.3 弥生り年代～中世集落 中野 上九郎遺跡

兵渾北部 佐賀市兵庫町大字廿宮 20.5 弥生時代～中世染落 松尾 碁宮旧跡

大和 町 松梅 大和Jllf大字松梅 8.7 遺跡は確認されなかった 山口

川上 大和町大字川上 0.1 迅跡は確認されなかった 山口

三 日月町 西部導水 三日月町大;,:長神l]j,久米 0.5 弥生時代～中世梨落 徳永・永田 赤司東遺跡ほか

富士町 佐質北部 宮士町大字大串 4.2 遺跡は確認されなかった 宗像・武谷 八能追跡

御民田線 （林沿） 官士町大字古湯 5.2 遺跡は確認されなかった I 宗像 貝野遺跡

佐賀南部 江 北町 江北 （農道） 江北町大字山口 J.6 迫跡は確認されなかった 西村 柳谷遺跡

佐賀北部 伊万里市 本瀬戸幹線辺路 伊万里市木須町 2.0 遺跡は確認されなかった 船井

浜 玉 町 大岩 浜玉町大字横m下 2.9 弥生～古ti'l時代染落 中尾 大岩遺跡

上川原 浜玉町大字平原 4.45 中世の遺物包合陪 中尾 上川原遺跡

座主 浜玉町大字平原 5.S 遺跡は確認されなかった 中尾 座主古墳群

滋＊町 岩詰～梨ノ木 厳木町・大字平之 0.4 炭焼成窯 磁“・古川

西布田町 西有田西部 西打田町大木乙 12.4 迫跡は確認されなかった 宮崎 大烏ヶ倉追跡ほか

佐笙上場 店淳 fn 竹木場 唐涅市竹木場 0.2 旧石器～縄文時代包含粉 内田 竹木場丹ノ木追跡

菅牟田 唐氾市菅牟Ell 6.4 旧石器～縄文時代包含阿 内田 管牟田西山遵跡

唐沖束部 唐津市柏崎 1.4 弥生～古墳時代絡落 内田 柏崎遺跡ほか

肥前町 寺浦支線19号 肥前町大字万r'i!l¥111・仁田野尾 2.0 旧石器～縄文時代包含層 藤井 八折迫跡
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表2 平成9年度発掘調査遺跡一覧表

市町村名 遺跡名 略号 辺跡の所在地 調査而栢 潤査主体者 閑査担当者 遺 跡 の 内 容 事 業 名

堤：：．木柳遺跡 TSY 上峠町大字堤字三本柳 2,500m' 古項時代項裕、奈良時代の集落跡等 県営圃場整備

上峰町 上峰町教育委Q会 原EEi.鶴田

背柳古墳群 AOY J.:峠町大字堤二木柳 5,000m' 古墳時代頃募群 県営1,111場整備

布上町 貝野遺跡l区 KNO 宮士町大字古湯字御民田 119nf “±町教育委貝会 宗 像 縄文時代包含阿、中世集落跡 普通林道御民出線

森田遺跡 MRT 佐賀市鍋島町大字森田 3,990nf 楠本 弥生時代項苺、中llt後半～近世集硲跡 貼営圃場整備 ・国営幹線水路

佐賀市 江頭遺跡9区 EGS 佐賀市鍋島町大字森田 1,250m' 佐賀市教行委目会 鎌倉昨代集落跡 県営圃場整備

三 代

東淵迅跡 1区 HBC  佐賀市兵躯町大字渕 30(),n' 中世集落跡 農地逗元汽源利活用

三El月lllf 赤司追跡 AKZ 三E1月町大字道辺字緑 500m' 三日H町教育委員会 西ffi・松尾.,'f川 弥生時代ー近世集落跡 佐賀西部導水路

多久市 八ッ溝追跡 YTM 多久iii多久町字浦町他 2,SOOrri 多久市教育委日会 岩ふ 古墳時代船落跡 県営圃場整備

馬場南這跡 BBS 杵島郡江北町大字上小田字馬場南 5,800rr/ 弥生時代・中世・近世秘落跡 中山間地域燐村整備

江 北 町 江北町教育委目会 西村

団子前迅跡 DAG 杵島郡江北町大字上小田字団子面／ 100m' 縄文時代ー近世包含陪 中山間地域農村整備

伊万里Tl, 樽浦逹跡 TAR ,-,, 万里市木須町字樽浦 360m' 伊万里市教村委貝会 船井 縄文時代半期後平包含彫 fJt万里市開拓建設

店浪 ，Ii 竹木場丹ノ木追跡 TTK l~frl市竹木場字丹ノ木 500m' 肘津市教育委員会 内田 旧石器時代～弥生時代包含陪 県営畑地帯総合整備

肥前町 納所符山迅跡 SSY 東松irli郡肥前町大字納所字1花111己 26m' 肥前町教育委U会 藤 Jr- Ill石器時代包含附 県営灯Ill駆ii総合整備
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II . 平成9年度文化財確認調査の概要

I. 佐賀東部地区の調査

澤饂翠愚
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(1)鳥栖市（広域基幹林道九千部山横断線）

広域基幹林逍九千部山横断線（図3)の、8栖市分については、計画当初から勝尾城跡との関係（保存整備・槃

観等）で文化財サイドからは問題になっていた。勝尾城の前面（東 ・南）を通る）レートから背面（西）へのルー

ト変更が無理であることから、工事行エの1-2年前に行エ路線について個別に事前協議を行い、確認讀査を実

施し調整を図るという流れで、平成3年度より、鳥栖農林事務所、県文化財課、鳥栖市農林課、屈栖市教行委只

会の4者協議によって、 調整を図ってきた。

今回の確認調査対象地は、城山（勝尾城本丸）南山麓の標高約280m前後付近で、比較的急傾斜な箇所約0.4ha

である。山頂が勝尾城本丸、約50m上に石垣つくりの出丸、山下には各氏の館があり、対象地は館と本丸を結ぶ

勝尾城登城逍の両1111一帯である。館からは石垣列、焼けた土壁などとともに16世紀後半代の陶磁器が出土し、出

丸には陶磁器片が散布している。

大手道を中心とする路線内の斜面に点々と見られる、小規模な平場（平均して輻2m~3m、長さ3m~ 5 ml 

に10箇所のトレンチを設定し、人力による手掘りで遺構・遺物の検出を行った。その結果、 2箇所のトレンチか

ら明確な遺構を検出し、 6箇所の トレンチから遺物が出土した。遵構は4号ト レンチから石組みの竃跡l基 （石

は焼けており煤付行、炭化物等）、 6号トレンチから深さ約⑳口、輻約70⑳の帯状の焼け面を検出したのみだが、

トレンチを設定した平場は、総て人工的に削平された空間であることが判明した。遺物は、各トレンチから次の

ようなものが出土した。 1号トレンチ（陶器～紺前~) . 5号トレンチ（不明鉄片1点．銅製飾り金具1点） ． 

6号トレ ンチ（陶器～偏前～．不明鉄片2点） . 7号 トレンチ（染付け椀1点） . 9号トレンチ（土師器細片1

点） ・ 10~ トレンチ（染付け皿1点）。他に1昇ト レンチ南で不明鉄片1点、染付け皿1点、偏前陶器片1点、

6号トレンチの北約30mから瓦四の鉢1点、 10号トレンチの北から白磁の皿1点などを採集した。遺物の分布範

囲が広範囲に及ぶことが明らかになるとともに、ほぼ満遍なく遺物が散布していることが予測される。

遺構・ 遺物の概要から、この地点が臨時的（戦闘時に機能する）な曲輪群であることが明らかになった。また、

この臨時的曲輪は北50mほどに位沢する石垣などをもつ本格的出曲輪から連絞するものであることが確認され、

しかも館から勝尾城本丸へ至る曲輪群の一部を構成することが今回の調査で判明した。

(2)中原町（広域基幹林道九干部山横断線）

広域基幹林逍九千部山横断線（図4)開設事業に伴い、中原町大字原古賀字丸山で平成12年度エ区分までの確

認調査を実施した。本躙査地区は中原町の北側鷹収山の中腹に位狂し、標高200m~250mである。大半が急傾斜

の斜面や深い谷となっているが、所々平坦部をもつ尾根が延びている。鷹取山の山頂は中世山城の鷹取山城であ

る。山麓部には古項が点々と見られるが、大規校な群集墳はない。

今回の調査地点では4箇所で遺跡が確認され、北から順に第I~4地点とすると、第I・ 2地点より古代 (8

世紀~9世紀）及び中世（室町時代～戦国時代）の遺跡が確認された。

第1地点は、輯!Sm程の尾根を削って長さ30m程の平坦面を作り出している。山側の斜面と平坦面との境付近

には石を並べて区西施設を作っている。平坦面上にはさらに一段削られて作られた面があり、その上面から炭化

物等を含む土凛が検出されている。遺物は須恵器や土師器などの土器が土濱内及び埋土中から多量に出土してい

る。また平坦面から下の斜面上にも柱穴や土壌｀テラスを作っており、テラスJ:から特に多く土器が出土してい

る．

第2地点は會幅Sm程の尾根を削って平坦而を作っている。斜面の途中には第1地点と同様な石列が見られ、
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図3 、8栖市林辺九千部山横断線トレンチ配沼図
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平坦ifii上には石で区画した中に完形の土器が牧かれているのが発見された。ここから出土した土器の中には内面

に煤が付行しているものがあり、灯明nuとして使われたものと考えられる。

第3地点では斜面上に溝状の遵情が検出されたが、この溝が通路として利用されていたかは不明である。

第4地点では土昼及び通路状の盛土を検Illし、尾根上には石積迫構や曲輪状の迫構が検Illされた。これらの時

期については不明である。

今lril発兄された追跡は、このような山中にあることから通常の集落とは考えにくく、なんらかの祭祀に関わる

迅跡である可能性が？沿い。山中から祭祀に関わる辺跡が発見された例としては太宰府の宝滴山や英彦山、求菩提

山などがある。これらは、いずれも山岳宗教では有名な迫跡であり文献も数多く残されているが、これらの追跡

でも本格的な発掘潤査が行われた例はなく、祭祀の実態はよくわかっていない。ましてや鷹取山道跡のような文

献に残らない地方における山中での祭祀行為が確認された例は少なく、全国的に見ても只重な発見である。

2. 佐賀西部地区の関査

(1)佐賀市 （鍋島地区 ・金立東部地区 ・兵庫北部地区）

鋭島地区（図6}は、平成10年度駄営圃場整備事業に伴い、佐符市鍋島町大字森田の27.4haを対象に確認閥査

を実施した。

閥在対象地区は（左打市と大和町・ 三日月町・久保田町との境界を流れる嘉瀬HIの東岸に所在する圃場であり、

現況田面の様高は3.Sm前後である。対象地の東半部は周知の埋蔵文化財包蔵地である森田遵跡の遺跡範囲に包

含されているが、西半部は周知の埋蔵文化財包蔵地外となる。また閲在地の周辺では、農業基盤整偏!JI菜の追展

や大規模1111発により迫跡の新発見が相次いでいる地域である。閲在地の北側約 1l1には、細形銅剣や鋳型が出土

したことで秤名な鍋島本村南辺跡が存在する。また西側及び南側には、 平安時代末～中世の遵跡である江頭這

跡・森Ell迫跡・大西届敷il'!跡が存在する。

潤在は、閾在対象地内における水路・道路建設予定部分を中心に167ヶ所のトレンチを設定し、掘削機により

掘削を行い実施した。また、必要に応じて人力によるトレンチ内の精在を行った。トレンチの位収は1000分の I

の平而図に記録し、土層浙而略図を作成、 トレンチの状況を写真掛影した。

102・106・110・112・113・116・128トレンチで旧構を検出しており潤在対象地の南東部を中心に迫跡の広

がりを確認している。検出氾構は井戸 .:I: 破・小穴等であり、迫跡の性格としては梨落跡と考えられる。追物は、

平安時代～室町時代にかけての土師器・瓦器・掏磁器が出土している。1281・レンチ部分は未周知に当たるが．

トレンチ内での迅構の検出状況や周辺でのトレンチの状況から判断して、過跡は現在の江里の集落を中心として

広がるものと考えられるため、江里迫跡として周知化した。

金 ・ヽ［東部地区（図7・8)は、平成JO年度県営圃場整紺事栗に（半い．佐11市金立町大字薬師丸の23.3haを対象

に確認瀾在を実施した．

潤在対象地区は（住打市北東部の中1川低地に立地し、標店は約4mである。巨勢川の東岸に相当し、 周辺には水

田が広がっている。讃査地の北東には、弥生時代～近世の秘箔跡である下和泉一本椎遺跡が存在し、洒011には縄

文時代'r'・期の北落跡が検出された．東名迫跨が存在する。

潤在は、 at画変更に（半い2度行った。1回目の潤査は．潤究対象地における水路部分を中心に34ヶ所のト レン

チを設定し、掘削機により掘削を行い実施した。また必要に応じて人力によるトレンチ内の.,,査を行った．
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第13トレンチで辺構を検l:llしており、潤査対象地の中央部に新たな遵跡の広がりを確認している。検/.ll迫措は、

南北方向に流路をとる溝l条である。迅物は、弥生時代の壼および甕の破片が出土している。

2回目の閤査では、濶在対象地に任点に2ヶ所のトレンチを設定し、掘削を行った。遺構は検出されなかった

が.iifJ回濶究で辺構を検出したトレンチに近接する第2トレンチから、古代～中世と思われる土師器101片が出土

した．

新たに確認した追跡の広がりは、対象地の中央部を中心に約300n{と考えられ、隣接する上九郎追跡の範囲を

拡大することで周知化した。

兵庫北部地区（図8・9)は、平成10年度県営圃湯整備事業に伴い、佐買市兵庫町大字若宮の20.Shaを対象に

確認潤立を実施した。

潤牡対象地区は市逍伊賀屈線の北側で巨勢Illの西測、 JR長崎本線の南側の標麻3~4mの水田地帯にあり、

rn宮ーJ- 「若宮三Jの秘落に隣接する。対象地の面側には、平成8年度に中世～近世の集落跡として周知化
した若宮辺跡が存在する。南西約600mには、平成5年度の潤在で弥生時代中JOIー後期の集落であることを確認

した渕追跡が所在する 。 潤在では、井戸 ・ 消• 土破などの追構、甕 ．鉾・ 数 ・高杯等を多屈に検出している。

潤査は亀臥1査対象地内における水路 ・近路建設予定部分を中心にトレンチを設定し、掘削機による表土剥ぎを

行い、人力でf,'J在を行った。

9・10・13・18・20・21・22・36・53・68・69・72・ 74・83・84・86トレンチで遵構または迅物を検出した．

検出追構は、溝• 土痰．柱穴 （一部は． 掘立柱建物跡と推定される）であり、迅物は、弥生土器 ・土師器・i'r

磁 ・陶器 ・染付けなどの破片と鉄滓が出土している。

地元では「用敷」の伝承があり、 検出迅構や迫物から考えると、 水路に囲まれた現在の梨落および集落隣接の

水田は、中世ー近世の田濠秘落の中心部であった可能性がある。

(2)三日月町 （佐賀西部導水路）

三13"'町は、佐買西部心水""栗（図II)に伴い、 三日月町大字長神田 ・久米の約O.Shaを対象に確認讃査を行

った。

潤在対級地は．標高7-8mの複合扇状地と埋没段丘であり、西方に牛沖江川はあるが地区内に目立った河川

はない。周辺では、昭和46年に鉱害復旧事業に際し発見された国史跡の土生迅跡に隣接し、小城町側には同事業

により講代が行われ．弥生時代の掘立柱建物跡や木製品を巾心とした追物がlll::I:した久蘇遺跡が所在しており、

対象地自体には土生A追跡と土生B辺跡が含まれる。

閑査は.~水符埋設予定地を中心に37ヶ所の トレンチを設定し、掘削機により堀り下げを行った。その結果、

19, 21. 22. 27. 28. 30. 34-37トレンチで土壊・ 柱穴 ，,,ヽ 穴・不明追構・追物包含層を検出し、弥生土器片

（中期） ・ 黒曜石剥片・ 木杭 ・白磁碗lV類駁部等が出土した。

今回の潤在では、土生辺跡囚指定地を中心に弥生時代の集落が広がることを確認し、県近42勾線以束では、土

生C辺跡の既潤査区よりやや東で追跡範lll1の限界、県迅以西で小城町境まで広がり、久蘇遺跡に絞くことを確認

した。

(3)その他の地区 （大和町 ・富士町）

大和町は、県営中1.l.JIUJ地域総合整伽事業に伴う、大和町大字松梅の8.Tha、また農業生怪体制強化総合推進対
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図7 佐柘tr金立東部地区トレンチ虻孜図①
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図8 佐賀市金立東部地
区トレンチ配霞図②
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図9 佐賀市兵庫北部地区トレンチ配誼図①
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図10 佐飼邸t~tllll地区トレンチ配霞図②
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領事菜に伴う、大和町大字川上のO.lhaの2ヶ所を対象に確認潤在を行った。

松梅地区潤査対象地は、海抜140-150m程の山間地の谷郎の緩斜面を利用した段々の水田部に位沼している．

濶査区北側には涵城寺末寺の龍泉寺が、南斜而には蓮福寺があるが、未周知地区である．

潤査は、潤査区に任意で29ヶ所のトレンチを設定し掘削機により掘削を行った。遺構は、第23トレンチで石列

（田園の畦 ・近世以降）が検出されたのみで、 4.10. 22, 23トレンチから弥生土器小片・中近世の土師器小片が

出土した。

弥生時代、中世、近世の遺跡が存在した可能性があるが、洪水等により破壊されたと考えられる。

川上地区潤査対象地は、海抜!Om程の沖積平野の水田部に位冠している。北束約500mに、弥生時代末～古tl'l

時代初めの北落遵跡である榎;f;Ji'I跡が所在し｀南方約H11には，弥生時代前期末の甕棺袋旧跡、本村籟遺跡が所

在する。

讃査は、潤査区に任意で5ヶ所のトレンチを設定し掘削機により掘削を行った。遺構は検出されなかったが。

僅かに弥生時代中間の土器片の出土が認められるため、周辺に遺跡が存在するか、あるいは後世の開発等によっ

て破壊されたと考えられる。

窪士町は、広域営農団地整偏事業（佐賀北部2期）に伴う、富士町大字大tflの4.2ha、また菩通林道御民田線

開設事業に伴う、内士町大字古沿の5.2haを対象に確認潤在を実施した．

大串地区の濶在対象地は、北束方向に流れる大申川の左右河／糾段丘上に設けられた襟麻340m前後の棚田部に

位代し、大叩IIの西岸部に、縄文時代の散布地である九郎追跡が含まれる。

濶査は、潤在区内の路線予定地部を中心にトレンチを設定し、掘削機により 17ヶ所、人力で2ヶ所のnt19ヶ所

を掘l'Jllし潤査を行った。

道椙・遺物ともに検出されず、 土層観察による盛土の検出状況等から、大規模な耕地整理により大きく削平さ

れたと考えられる。

貝野地区の瀾立対象地は蓄東に流れる貝野川の面岸斜而に造られた棚田部に位誼し、椋店は切Om程である。

縄文時代の散布地である貝野這跡内にあり、周辺では北東500mに中世山城の占湯城跡、貝野川を東へ500m下っ

た所には縄文時代散布地の古沿五本松迫跡、さらに400m下った所には縄文時代散布地の本村（古沿小学校）迅

跡が所在する。

潤査は、間在区内に任意で8ヶ所のトレンチを設定し、掘削機により掘削を行った。本地区においても迅構 ・

遺物はともに検出されず、設定したトレンチすぺてにおいて盛土造成の状況が確認されたことから、大きく削平

を受けたものと思われる。
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3. 佐賀南部地区の詞査

iI北町は、中山tnl地域総合整Hが彬菜 (iI北地区16号農道）にl平い、江北町大字山口のl.6haを対象に確認潤在

を行った。

潤査対象地は、御岳山の南北方向に延びる尾根から谷部にかけての標7:Ji46mi前後の緩斜面上に位硲し、現況は

寮柑畑で、 一部削平をうけているがIB地形を多く残している。対象地は、弥生時代の散布地である柳谷遺跡に含

まれており、周辺には耳閑 ・鉄刀を出土した柳谷古;n群、弥生時代～中世の散布地である田尻遺跡が所在する。
~1査は、 ，甜査区内の路線予定地を中心に 5 ヶ所のトレンチを設定し、人力により掘削を行ったが、黒眼石片を

数点表面採兆しただけで會迅構は検Illされなかった。

図12 佐刊南部地区周辺地形国 (1:25.000)
I. 江北町（江北地区 (16号t:i道）］ ①馬場1鉛i辺跡 ② Ell子前辺跡

-25 -



図13 佐賀北部地区周辺地形図 (J:100,000}
I. 伊万里市 （本瀬戸幹線道路） ~. 浜玉町 ［平原地区 （座主:r.区）］ ①樽浦遺跡

2. 浜玉町 ［浜玉地区 （大岩工区）l 5. 厳木町 （林辺岩詰一栗ノ木線）
3. • [浜玉地区（上/II原工区）） 6, 西有田町 (i!!i有田西部地区）
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(1)浜王町［浜玉地区 （大岩工区・上川原工区〉 •平原地区（座主工区）］

浜玉町は、農業生産体制強化総合推進対策事業に伴う、浜玉地区 ・大岩工区（図14)の浜玉町大字横田下の

2.9ha及び上!II原工区（図15)の浜玉町大字平原の4.45ha、りんごわい化栽培等緊急推進対策専菜に伴う、浜玉町

大字平原の5.Shaを対象に．確認讃査を行った。

大岩工区0)潤査対象地は、北へ向かって張り出した丘陵上とその函側の谷部に位沼し、過去に大規模な釈柑固

造成が行われた箇所にあたる。周辺には数多くの遺跡が点在しており、讃査地も大岩遺跡の範囲内である。瀾査

地の西約500mには横田下古JAが位誼している。

讃査は、謁査区内に任意で28ヶ所のトレンチを設定し、掘削機により掘削を行った。第27,28トレンチで溝状

の遺構を検出し．弥生時代後期～古墳時代前期にかけての、壷、甕の口絵部の破片が出土した。遺構が検Illされ

た部分を含む周辺約1,000rrfについては、やや削平はうけているものの、 18地形が残っている．

上川原工区の讃査対象地は、北へ向かって張り出した丘陵上とその東西の谷部に位誼し、大岩工区同様の造成

が施されている箇所である。潤社地周辺に遺跡は少なく、北約700mに縄文時代の散布地である中原迅跡が所在

している。

潤査は、潤査区内に任意で36ヶ所のトレンチを設定し、掘削機により掘削を行った。第36トレンチで遺物包含

層を検出したが、遺物の密度は非常に薄く、 10-11世紀と思われる土師器皿片が数点出土しただけである。

平原地区の調査対象地は、北西に延びた丘陵から派生した、南東に向かう小丘陵の南斜面に位れし、過去に大

規模な農地整備が行われている箇所である。隣接地には座主古旧群が所在する．

讃査は、潤斉区内に任意で28ヶ所のトレンチを設定し、掘削機により掘削を行ったが、遺構 ・遺物ともに検出

されなかった。

(2)厳木町 （林道岩詰～栗ノ木線）

厳木町は、許通林道開設事棠（岩詰～榮ノ木線）に伴い、厳木町大字平之の500rrlを対象に確認潤査を行った．

閥鉦対象地は、厳木Illの支流涌川内川が作る谷部の西岸、北から延びる丘陵に刻まれた谷部に位誼する。標為

は約260mの地点である。現況は山林で、谷底部には石坦による土留めで作り出した平坦面を利用した、戦時中

の畑が幾段も見られる。県遺跡地図上では．北に約750mと南に約500mほどのそれぞれ緩やかな足根上に坂口迅

跡、柳ノ谷遺跡、詰原遺跡、榊遺跡などの旧石器時代の遺跡が所在するが、対象地付近には同時代の遺跡は所在

しない。 岩詰集箔付近に、伝木下大膳• 四方之丞姥、 1i.輪塔さん塞地が知られている．

潤査の対象となったのは、平成lOff.度エ期分の路線予定地に踏在に向かう途中の、平成9年腹工事予定地内で

発見した近代の炭窯2碁である．

隅査は、炭窯の内部及び周辺の竹木の伐採・滑掃後、周辺地形図作成、個別実測図作成．写真掛影を行った。

検出された遺構は、炭窯2基、それに伴う炭貯蔵,jヽ 歴が建っていた平地、作業空間等であり、遺物は、炭窯造成

に使用したと思われるスコップ（不採収）、棋割りに使用した楔4点（採取）である。

1号窯（南側）と2号窯（北側）には、規模に若干の遠いはあるものの構造的な裟汎はほとんど見受けられず．

2号窯の方が若干時期的にも新しく、追構の残存状況も良好である。窯は上部のあいたほぽ円筒状の形をしてお

り、窯壁は焼けている。入り口部分は左右に設誼した柱石の上に平石状の石を積み上げて店さを揃え、それに上

石を誼いたトンネル状に構築している。人り口対面の奥壁には、窯の床面より若干掘り込みを施し、上方に排煙

するための筒状の通煙逍を作っている。また窯の床から15~20cm下のほぼ中央部分に、水抜きの竹を据えたと思
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図15 浜玉町上川原工区 トレンチ配霞図
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図16 厳木町炭窯周辺地形図
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われる窯の奥から人り口方向に傾斜をつけた直径4-5cmの空泊が検出された。貯炭,Jヽ 届を建てたと思われる平

地には、柱穴と思われる小穴を2カ所確認した。2号窯の後方斜面には、窯の主柚に直・交する形で、排水溝が掘

り込まれていた。

今回の潤究では、通常潤在対象としていない戦後～昭和40年頃まで営まれていた炭窯を対象に潤在を行ったが、

エネルギー燃料体系の変化に伴いm滅しつつあるこうした近代の追跡を記録に残せたことは双義深い．

(3)その他の地区 （伊万里市、西有田町）

伊万里市は、 U営本瀬戸~線道路II鼎＇fl菜に（平い、伊J逍!iii木須町の2.0haを対象に確認潤立を行った。

潤在対絞地は、矢竹JIIによって形成された標麻約31-34n,の丘陵部と探麻約I.Smの旧氾泥原部分を中心とし

ており、現状はfr.陵部分は畑.113氾濫原部分が水田である。周辺の丘険J:には、旧石器～縄文砧代にかけての石

器が出土した真中迫跡が所在し、面方向約1.Slmには、標悩約Smの場所で縄文時代の包含府を確認した宮111r1北

旧跡が所在する。

潤在は、潤在Ji<:内にfT:意で4ヶ所のトレンチを設定し行ったが．辺構 ・遺物ともに検出されなかった。今年度

の讃代では．昨年度の確認潤在で縄文時代ii潤l頃の包含的を確認した内浦遺跡の範囲の広がりが、約360m'であ

ることが確認された。

洒布111町は、駄営中山fHI地域総合整9福事業 (19刃只氾立木~ii線 ・大8ヶ倉地区圃場整備・ 20刃農迅矢杖線）に

9乎う、西イi田町大木乙の計12.4haを対級に確認閥査を行った。

19号農辺に伴う胡査対象地は、同見山東麗の東西に延びる台地上に位；辻し、 立木Jiil遺跡・伊古石逍跡に含まれ

る。周辺には、谷をはさんで面の台地に墜宕迫跡、北に石鏃 ・コア・ 土器片が出土した1月副遺跡が所在する。

渕賽は、 Jt画路線内に7ヶ所の トレ ンチを設定し行ったが、遵格 ・辺物は検Illされず．事iii/踏査及び今匝1潤在

結果から、迫蹟は迫跡地図紀絨の範囲より狭まり．南北を自然1Mにはさまれた幅40-SOmの中にあると考えられ

る。大I.いヶ倉地区の潤在対象地は、国兄山東麓の東西に延びる丘陵と丘陵の間の谷に位設し、大.f.1.ヶ介追跡内に

ある。1ft]辺では、北側の扇状地に旧石器時代のナイフ・コア等が出土した寺尾追跡が所在する。

濶査は、計画路線内に15ヶ所のトレンチを設定し行ったが、Jl'lfi'II・ 追物は検出されず、対象地のさらに東に黒

昭石片等の散布が多いという土地所有者のil,~からも、逍跡の中心は東側にあると考えられる。

20号災逍に伴う濶在対象地は、 l!!I兄山東麓の東西に延びる丘陵J:に位沢し、矢杖俎跡に含まれる。迫跡の範囲

は斤駿上の平坦部を占めているが、北側の佳際まで広がっており、丘陵北膳の扇状地を志向した在り方がうかが

える。周辺には、浄源Illを挟んで北側の扇状地に、縄文時代の住居跡が確認された伊古石迅跡や縄文中期の貯蔵

穴群が確認された坂の下遺跡が所在するなど近隣には多くの縄文時代のJl'l跡が所在している。

潤在は、 nt両路線内に12ヶ所の トレンチを設定し行ったが．潤在前の踏在を含め迫構・辺物ともに検出されず．

また現況の銀柑畑の所;j:j者の話に、今回の関査対象地南0りで過去に石岱などを採出したということがあることか

ら、迫跡の中心地はさらに南にあると推測される。

5. 佐賀上場地区の謂査

(1)唐津市［上場II期地区 （竹木場地区・菅牟田地区）・東部地区 （柏崎地区）］

上場UIOI地区は、¥[,し営畑地沿総合土地改良事栗に伴うJJi汀l市竹木場の竹木島地区（図20)の0.2ha、ml!Hli管
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図19 佐賀上場地区周辺地形図 (1:50.000)

I. 唐津市［上場ll期地区<rr木場地区）] 3. 唐i1哺 ［唐ill:東部地区（柏幻地区）］ ①竹木場月ノ木遺跡

2. " [ 、, C・c'11. 田地区）l 4. 肥前町 ［上場111期地区 （寺iili支線19号）］ ②納所箱111辺跡
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牟田の菅牟EEi地区（図21)6.4haを対象に、確認潤社を実施した。

竹木場の調査対象地区は、 1廿津市の西側に広がる襟悩約220m前後の上場台地（通称）の南部に流れる松浦Ill

支流のひとつであるEfl巾川の源流付近にあたる。本地区は18石器時代から縄文時代にかけての道跡が多く見られ、

潤究区を南西に少し下ると．縄文時代の貯蔵穴が検出され｀多址の追物が出土した店峰遺跡や店ノ/II丸尾逍跡`

唐ノ川西ノ吹迅跡が所在しており、また南束には竹木場前田遺跡、菅牟田黒龍追跡等多くの遺跡が所在する．

潤査は.iii/年度の工事区に新たに糾み込まれた現水田耕作地に舌状に延び出した部分に、 6ヶ所のトレンチを

設定して行った。水田を挟む東西2ヶ所の表土下から、前年度旧石器，縄文時代の追物が出：l: した黄褐色：t層を

検出した．土層中からは、安山岩の剥片等が出土し、焦曜石の表而採集があったことから、今回の閾査部分は削

平等が少なく、迫跡の追存状況は良好と考えられ、特に今Ii.ii対象となる地区の0.2haのうち約0.05haに梨,.,,するも

のと考えられ、この地区を竹木場丹ノ木追跡として周知化した。

管牟田の潤査対象地区は、上場台地上の、標麻約2l0m前後の維平原状の緩斜而に立地しており、ほぼ中央を東

西に小河川が流れ、臥9査区束側台地先溢の滝につながる。本地区においても竹木場地区同様に18石器時代から縄

文時代にかけての辺跡が多く兄られ、荒谷辺跡、菅牟田西山辺跡、菅牟田U迫跡等が含まれる。また、周辺には

菅牟田黒龍遵跡、竹木場前B'lil'I跡、山田団六追跡等が所在する。

潤在は、潤査区内に任怠に48ヶ所のトレンチを設定して行い、柱穴状の氾楢と刃物包含府を検出した。また、

迫物包含層の黄褐色土層から彫器や剥片等の旧石器時代から縄文時代にかけての石器が出土した。

今回の圃場整偏予定地区は、追跡の遵存状況が良好な部分が多く、周辺は数多くの関在が行われた頂要な地区

であることから、保存のための十分な協謙が必要であると思われる。

束部地区は、県営中山間地域総合整紺事業に伴う唐津市柏崎の柏崎地区（図22)の1.4haを対象に、確認潤1t

を安施した。

潤在対象地区は、松浦JII支流の字木川の東側に立地し、夕日山が北に延び出した低丘陵の先端部落ちがけに位

誼するものと見られ、弥生時代ー古Jl'l時代にかけての秘落跡の1広がりを知る頂吸な地点である。周辺の隣接地に

は外園古t.tlと触角式銅剣がl.ll土した柏崎遺跡があり、その外にも数多くの追跡が所在する．

滋査は、雨側の360niどに任意に7ヶ所のトレンチを設定して行い、北側の440rrlの潤査については次年度以降

に実施するよう讃整を行った。潤査区の北側は大きく削平をうけていたが｀南側では柱穴状の団構と辺物包含附

が検出され、弥生土器片、須恵器、甑の把手、土師Oil~が出土したことから、この部分の約240rrlについては、

遵跡の逍存状況は良好と見られる。また、讀査区は北側の梅白辺跡に近接する地区でもあり、柏崎辺跡の東側の

広がりを知る重要な地点であると思われる。

(2)肥前町 ［上場Ill期地区（寺浦支線道格19号）1

上場m期地区は、県営畑地滞総合土地改良事業 （寺im支線滋路19号）に伴い、肥前町大字万賀里JUの2.0haを
対象に確認潤在を行った。

讃査対象地は、襟lrli190-200mの束に延ぴる丘駿地の先燐部に位誼する、現況が畑地の八折地区と、様秘約

180mの南東に削＜谷部の傾斜地に位牧する現況が水田として利用されている山．紅地区の2ヶ所である。八折地

区の対象地のすぐ北側には、縄文時代のに田野尾IV• に田野尾W遺跡が所在し、山.r.~地区の対象地の南鳴には、

旧石器時代 ・縄文時代のに田野尾O・V迅跡が所在する。
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図20flt淳市上場0期地区（竹木場地区） トレンチ配訂図
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図21 唐津市上場0期地区（菅牟田地区） トレンチ配誼凶
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潤査は、それぞれの潤．脊地区に任怠に2ヶ所ずつのトレンチを設定して行った。山烏地区については遵構 ・遺

物ともに検出されなかったが、八折地区については、遺構は検出されなかったものの自然屑が良好な状態で検出

され、道物も第1トレンチからナイフ形石器 ］点 ・細石刃 1点 ・剥片3点・チップ6点、第2トレンチからナイ

フ形石器 1点・細石刃3点・剥片2点・チップ3点がそれぞれ出土し、表土上からは石鏃が採集された。

今回の躙査結果より、八折地区の讀立対象地西側については、上層が削平されている可能性があるが、全域が

旧石器時代の追跡と考えられるため、八折遵跡として周知化した。

-38 -



A
 

I
 

’
l
l
'
 

お

図22 唐津市東部地区（柏崎地区） トレンチ配誼図
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図23 肥前町上場皿期地区（寺浦支線19号） トレンチ配紅図①

✓, 
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図公 肥前町上場m期地区（寺浦支線I~) トレンチ配訂図②
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Ill . 平成9年度発掘調査の概要

1. 堤三本柳遺跡（略号： TS Y) 

追跡の所在地

三資碁郡上峠町大字災字三本樽

閥査主体'If

上峠町教行委U会

讃t期lnJ
平成9年10月～平成IO年2月

潤査ifii租

2,500m' 

図25 堤三本柳遵跡位訳図 (1:25,000)

辺跡の概要

提三本柳迫跡は上峰町の北部、県迎，B栖・ /II久保線以北、長崎自勁iii辺以柑の切通HI西岸にあり、料根山糸か

ら派生する標i'11i36-38mの低位段丘上に立地する。追跡周辺は水田及び姐lとして利mされている．
本遺跡の周辺には、山麓部に1'1柳、新立、谷渡、鎖西山南麓古れ群が分布し、古用時代後期の,jヽ 円項が点在す

る。南に隣接する昼形原遺跡では、昭利15.1年度に発掘潤査が実施されており、古瑣時代後期の集落跡が確認され

ている。その南方には、縄文時代から平安時代にわたる集落を中心とした複合逍跡である堤六本谷遺跡や八藤遺

跡、舶載鏡などR頂な品lj葬品を出：I: した二塚Ill追跡がある。また、 二塚山斤．陵と八藤丘9袋を遮断する形で築かれ

ている堤土坦跡が所在する。さらにその南方には弥生時代の集落と袋地を中心とした船石迫跡、船石南迅跡が所

在する。近年、県営掃1場整偏lJI栗に伴う発掘潤在で比較的希薄であった縄文時代の集沼跡が確認され、佐買東部

の縄文時代の集箔立地の解明や変遷を考察するうえで費頂な沢料が符られている。

潤査は、 「県営圃場整偏事菜上峰北部地区」に伴い、面］：事で削平される部分2,500m'を1区 (625rrt)と218:

(l,875ui)の小区に分けて実施した．

1区の閑在では、明確な迫構は検出できず、流れ込みに起囚すると考えられる土師器片、中世土器Jヤ、近世磁

器片が出tしたにすぎなかった。しかし一部に検111面の下陪に氾物包含陪の存在が想定されたので、 トレンチ及
びグリッドを設定し掘り・Fげた。

2区の潤査では、掘立柱建物跡 ・土坂・小9てが検出された。また 1区と同様にトレンチ及びグリッ ドを設定し

禎頂に掘り下げた。

今回の讃査によって、閑査対象地が弥生時代から奈良時代にかけての集落跡の周辺部に相当することが判明し

たが、迅跳の性格を決定づけるまでには至らなかった．また下層においてもll)J確な遺構を検出できなかったが、

斬片的ではあるが縄文時代以前のものである可能性が確かめられたことから、今後の調究例の附川を待って判断

しなければならないと思われる。
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図版 1 堤三本柳遺跡

I. 全lit 2. 全尿 3. STOOi古項 4. STOOi古墳 5. S8002掘立柱建物跡 6. SK004土墳
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2. 青柳古墳群 （略号： AOY) 

逍跡の所在地

三茂基郡上峠町大字提字三本柳

謁査主9本者

上蜂町教行委U会

謁査期間

平成9年9月一平成10年1/'I 

謁在面積

5,000m' 

図26

迫跡の慨咬

i'I抑古れ群は上貞紅町の北部｀県辺-~栖 ・Ill久保線以北、長崎自動車逍以南の切通川両Ii!にあり、脊板山系から

派生する標為45m-50mの低位段丘上に立地する。追跡周辺は水田及び畑として利用されている。

本遺跡の周辺には、山麓部に二本柳、新立、谷渡、鉛西山南蒻古墳群が分布し、古墳時代後期の小1り項が点在

する。南に隣接する屋形原遺跡では、昭和53年度に発掘消究が実施されており．古閑時代後期の紐落跡が確認さ

れている。その南方には、縄文時代から平安時代にわたる染落が1,心とした複合遺跡である堤六本谷退跡や八桜

迫跡舶載鏡など賞頂な副葬品を出土した二塚IJ1辺跡がある。また、二塚Ill丘陵と八藤丘陵を遮断する形で築か

れている堤土埃跡が所在する。さらにその南方には弥生時代の染沿と地地を中心とした船石迅跡、船わ・南迅跡が

所在する。近年、県営間場整備事業に伴う発掘潤'fi.で比較的希薄であった縄文時代の秘落跡が確認され、佐買哀

部の縄文時代の秘落立地の解明や変遷を考察するうえでR頂な資料が得られている。

潤査は、 「県営柚l場整備ぶ菜」：峰北部地区」に伴い、而エ"''で削平される部分5.000m'について実施した。その

結果、縄文時代後期のJ渇尺、古l/1時代の石棺墓16基、横穴石室をもつ古瑣2甚、竪穴式住居跡l軒、土壊等が検

Illされた。/.ll:I:した遺物では、 石棺秘、古れより鉄鏃などの鉄製品や金箔'i'l銅製の耳環5点、行玉2点のほか土

師器 ・須恵器が出土した。また追構検出面から多只の縄文土器片が出土し、近年の燐菜碁盤整備事菜に伴う発掘

潤在で確詔されている縄文時代の集落が広範趾に形成されていることが考えられる．

今回の潤査で、潤査地区のほぽ全域が削平を受けていたが、この地域の古JI.I時代の項硲の諸形態及び変遷を知

る上で只重な沢料が符られた。また、縄文時代の旧構の規骰や全体f象を解明するに至らなかったが、この地域に

おいて比較的希薄であった純文集落立地の解明や変遷を巧察する貨重な汽料が得られた．

-43 -



＇
し
，

．
—

•

L

j 

，へ.
,
 

ヽ
．

ヽ

.
9
 

．．
 
;
・”
‘

、

・1

`

‘

・

・

l

f

・
 

●

、

．
 

•
し
」

}

9

 

J
 
.

• 

恣
,i"

』

●

ヽ
●

―
-
.
＇
（

A1. 

；て’
-
F. 

、
哀
澤
心
“
〒
．

，ヽ
‘
‘
魯
屯
{
,ナ

,
‘
[
？

1
溢
t
.

•̀ •

こ
な-:

ぇ
｛

鬱

irf

|

_

 

又．、や
”.

4

i

廷悼`
名
L
'ら．

富
誓
志
p

．尋サ
'f
:
.t”g
、'

：
卒
ぺ
2

[
・
 

・
一
奇
49. 

．．
 

5
き

ヽ -~ 
・、、

"" 
...、

.. -~­
ー・， • • . ・ト

.・C  
. 、；r・,・<-:. 

・'冷./' 鳴..
....、..

~ 一, .. ·.•· 

鼻 . 

謂 区］

ヽ
・-← • --~-、,.,

念
ゃ
タ

、書

t
i

隠
褐
面
。
唸

ヽ
母
苓
璧
＞
．．
．
 

“
s
 
•• 

~ 

．
．
 

、又．簿
｀

． 
:,' ．． 

参
ヽ

． 

＾
 

,L、
“ •

“
じ

羹
4
澪↑

9
.g-＿
屯
名
．
f

，．＂ト、.r ・ゞ
4
t
.

又

．． 
品ハJ.t
t
 

,f, 

1t. 

ト
[

.•• 

c
ゞ

i
 

.；泌．’
 
匡］

図版2 背柳古墳群

I. 全景 2. 南鳴全景 3. STOOl古墳 4 . SCOOl・002:f:i棺径 5. 石棺墓及び土墳群 6. SH051竪穴住居跡
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3. 貝野遺跡 1区 （略号： KN0-1) 

遺跡の所在地

佐買郡窪士町大字古湯字御民田

讃査主体者

富士町教育委U会

閑査期間

平成9年12月12El-平成10年 1月27EI

潟査面積

119nf 

図27 貝野遺跡1区位冠図 (1:25,000)

遺跡の概要

貝野遺跡1区は、枯士町の南部に位誼し、天山山系丘陵の裾部、嘉瀬川水系の貝野川によって形成された標麻

約切3-切9mの北から南へ低くなる河岸段丘等の当該地域においては比較的緩やかな斜面上に立地する。斜面上

には棚田・畑等の耕作地が発達しており、潤査前は水田・畑地等としての土地利用がなされていた。貝野遺跡を

含む周辺地域においては、これまで埋蔵文化財関係の潤査例も無く、貝野追跡は縄文時代の迅物散布地として周

知化されているに過ぎなかった．今回の本調査に先立つ確認瀾社において中世 ・近世の遺構が検Illされ、また本

潤査によって縄文時代の包含層が検出されたことによって初めて具体的な遺構の内容が明らかになり、潤査面積

は少ないものの大きな成果をあげることができた。以下に確認潤査、本潤査の概要を記す。

確認調査では、 当初計画の道路拡幅部分について試掘坑を設定した。閥在の結果、 TI試掘坑で中世・近世の

小穴 • 土塙？、 T3·4 試掘坑で小穴（中 ・ 近世？）が確認されたが、 T2 試掘坑以南の河川寄りの低地部にお

いては近代・現代における切土・盛土等のために遺構密度は低いものと考えられた (T2削平、 T5・6遺構な

し）。また、多塁の大小自然礫を含んでおり、本閲査の実施において難航することが予想された。尚、確認調査

においては、縄文時代の遺物は確認していない。

本讃査は、工事計画の変更等により、確認潤査時において位も遺構密度の高い箇所 (TI周辺）は除外された

が、濶査区A (讚査区は諸般の事情により南北に分断されており、便宜的に北側を潤査区A、南側を讀査区Bと

する）において遺構検出を実施したが遺構密段が低かったため、さらに掘削を実施したところ、中世・近世の遺

構検出面下約0.6-0.9mにおいて、 押型文土器 ・条痕文土器等を包含する縄文時代早期の遺物包含層が検出され

た。遺物包含層はさらに調査区Bの北側部分にまで広がっていることが確認された。本讀査において検出した遺

構等は、縄文時代の包含層、中世・近世と考えられる小穴筍である。讃査区A以南の大部分において、近 ・現代

におけるものと考えられる切土 ・盛土が存在しており、また、多且の大小自然礫（大半が花岡岩系）を合んでお

り中世 ・近世期と考えられる這構の遺存状況は悪く、1i1土遺物も少なく本来的に遺構の希薄な部分と考えられる。

調査而積は讀査区Aが11.2rrf、潤査区Bが108.2m'、合計119.4m'である．
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図版3 貝野遺跡1区
1. I区遠依（東から）

2. I区近致（北から）
3. 讀査区A
縄文時代包含恩 （南から）
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4. 森田遺跡 （略号 ：MRT) 

氾跡のwi在地

佐'Clili鍋島町大字森HI

9関在主体者

佐Tlilifiii'委U会

.i, 社）~111\J

平成9年7J-1291]~平成9年IIR28H 

潤究面積

3.990n, 

図28 森田迫跡位買図 (1:25,000)

遺跡の概要

森III迅跡は9左質市中両部に所在する.f住買平野中部地区に位収し、地形的には有明海北l怜地域における巾Jr.I低

地に立地する。現況は部分的に扁1111が存在するが、大部分は水Ellであり，水III部分の標品は約4mである。

森Ill迅跡における讃査は今回が初めてであるが、祖1査地の南約750mには、平安時代末から鎌.ft時代初頭の屈

敷地の一部を検出した人•西届敷迫跡、西約1.5kmには弥生時代· 中世の船落を検Illした開成小学校追跡．北約1.8

lmには細形銅剣 ・銅父鋳型・擬朝鮮系無文土器が111土した鉛島本村ili迫跡、北東約2.Slmには弥生時代の集団紺

地が広範1!i1で検出された憎田辺跡群が所在する。

森III迫跡 1 区では弥生時代 • 中世・近世の迅構を検出した。

弥生時代の追栴は甕棺硲1碁のみである。残存状況が悪く詳細は不191であるが、沿1在地周辺においても弥生時

代の秘団硲地が存在した可能性を示唆する。

中世・近世の迅溝は掘立柱建物• 井戸 • 土墟 ，溝・小穴 ・谷である。

溝には区画消が含まれる。区画溝は潤査地のうち幅20m弘］の幹線水路部分で検出したため、 全容は不明である

が、東西方向に細技い潤在l区の西隕に存在し、東側を上ガとする概ねT字形を呈する。1g:西消以外の主なi,りとし

ては同潤査区のほぼ中央で南北方向に検出した大溝があげられる。l析面形は概ね輻広のU字形を里するが、中央

がやや細く掘り込まれ、 二段堀りとなっている。このような形状から堀的な溝の可能性も考えられる。掘立柱佳

物は区画溝の内(WI・外側ともに検出し、内側で検出したものは区画消の北側の区画に存在し、軸方向も区面溝に

沿うと考えられる。この佳物は区画溝に伴うものと考えられるが、建物の北側は関在区外に展開するため全容は

不明である。谷は． 謁在区全体の東側と西側に各々ili北方向に検出され、中世から近世にかけてはこれら2条の

谷に扶まれて集落が営まれていたと考えられる。
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I各1販 1ヽ 森m;n跡
I. 中央部全姐（西から）

4. Jl'F-弓叫掘状況
2. 酉端部全鋲・（北から）
5. 溝元掘状況 （北から）

3. ~ 引棺婆検111状況（北から）

6. 滸完掘状況 （所から）
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5. 江頭遺跡9区（略号 ：E G S-9) 

迫跡の所在地

佐買市鍋島町大字森田

潤査主体者

佐買市教ff委貝会

閥．査期1111

平成9年8月～平成9年10月

滋査面積

1.250m' 

図29 江頭遺跡9区I立誼図 (1:25,000)

迫跡の概要

江頭追跡ば嘉瀬川束/j!部に広がる沖積平野に1立,i'l している。 平成 7 年度の確認，~,在で新たに周知化された遺跡

である。辺跡周辺部では、南東約300mの位政で平成4・5年度に大西届敷旧跡を潤充しており．平安時代末一

鎌倉時代初頭にかけての展恢地の{-{-在が確認されている。本迫跡と距離的に近いことから、追跡の性格を考寮す

る上では参考になる。

江1i遺跡91区を含めた周辺は水田地帯である。潤査区部分は水路建設予定地にあたっており、四構が削平され

るため潤査を実施した．

潤在の結果、溝17条・掘立柱建物7棟・ ：い廣 l碁.J打卜戸11基を検出した。 ~,査区は.1.形をしており、東部で

消・掘立柱建物•井戸を主体とする追構が、中央部では溝と掘立柱建物が、北部では溝と掘立柱建物 • 井戸を主

体とする追構が検出されている。

まず潤在区東部では、揺立柱建物 2 棟と L字に屈曲する溝．さらにその滸を切るかたちで土壊 l 碁•井戸 3 基

が検出できた．とくに溝は掘立柱建物を囲むようにL.字に屈1U1しており、区西をH的とした溝であると考えられ

る。消は兄かけ上、西側で二頂・南側で三頂であるが、洞には一部切り合い関係があり、時期差がある。大きく

は、溝のみを掘削した時期と消埋没後に土墟や井戸を掘削した時期があり、その変遷を示すがごとく掘立柱建物

も一度建て肛されている。

.ll'ltf区北部では、並行する面北の溝に挟まれた区域のほぼ同じ場所に、掘立柱建物4棟が同様な規校・方位で

建て肛されている。掘立柱建物の方位と溝の流路方向がほぼ一致することから、両者は屈敷地と区画溝といった

ような有機的な9関係があると考えられるe 全容が知れる掘立柱建物は南北に長い2IUIX 3間で、他も同様の規

模・構辺の掘立柱建物と推測する。なおこれら一群の溝と掘立柱建物の南方に井戸が点在する。

閲査区中央部付近は辺構密段の薄い部分で、掘立柱建物1棟、その東に掘立柱建物の主軸と並行する溝2条お

よびそれに切られる溝 1条が位誼している。掘立柱建物は南北に長い2IIIIX3tnlで、潤査区北側の掘立柱建物と

柱穴の配列・拙り方・規校・主軸方向が近（以する。

全般的に辺物は少ないが．溝 • 井戸等出土の土師器坪• 土師器,Jヽtill・瓦器碗・中国製の行磁 ・臼磁等から、13

-14世紀頃を主体とするU¥Wi(届敷地）跡と考える。
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図飯5 i[頭迫跡91メ．

J.'碍代区西部述；；f 2. 掘•t.f.l:ill物と区画溝検II\状況 3. S 09005・9006溝検II¥状況
•1 . J~i iOtill物検II¥状況 5. S B9011約改柱建物 6. S E9021Jl:1c1迫物IllI: 状況

-50 -



6. 東沼遺跡1区（略号 ：HBC-1) 

迅跡の所{£地

佐ty,1,兵庫町大字渕

潤紅9本打

佐買市枚ff委U会

閑'i!tlPlf/ll

平成9年HI-平成9年SM

潤布面積

300m 

辺跡の概嬰 1反130 東i月追跡IIK位沢屈 (1:25,000)

康潤遺跡は金立山1J1麓部から広がる沖積平野の内、南流する巨9り川西/j!破に位骰している。平成7年J知の確詔

潤脊で新たに／・1iJ匁l化された旧跡である。よって過上における当追跡内での本洪丘例はなく．今ll'Iが初めてである。

迅跡l胡辺部では、作i束約500mの位r,・tで平成7年1釦こ妙常寺北辺跡 ・妙常寺南迅跡を、閃在しており、.,,世～近!fl

にかけての集落跡の存在が確認されている。 本迅跡と同じ巨~,川附／＃域に立地し、距離的にも近い関係にあるこ

とから東i~3ll'l跡の性格を考慮する上では参考になる。

束潤遵跡1区のIU状は水Ulであり、その洒方にも水Mが広がっている。潤在IK部分は水路紐設・（，定地にあたっ

ており、辺構が削平されるため潤脊を‘共施した。潤代の結果、 t,'1/5条 ・掘立柱建物5棟，J:吸l碁を検/I',した．

とりわけ讃在区北部検出の2条の消は大きく、切り合い l:J,lも新しいSOJO!は幅約Sm、深さ1.2m1l「／後を測る。

その下のSD102はさらに大きな規校で、輻は!Om以上である。深さは1.2m前後である。潤在区中央近くにはS

D101にり）られるSD103がある。これはやや小規校で、糾が2.Smi前後、深さ約I.Om前後である。以J:の溝3条

は西北西⇔束,t.i東の方向で掘削されている。なお潤在区東部にSD103にl;I]られる溝SOil!が、潤在18'.南東部に

はs0110が確認されたが、迅構のほとんどが閲在区外に版IJIIして全容は不明である．各溝とも111.l.迫物は極め

て少ないが、おおよそ13-14世紀頃の辺構と推瀾される.;¥¥'I在区南半部で．柱穴多数が確認でき．掘立柱建物5

棟分の柱:;"(の並びが確，認された。全容を知りr,1るのはS8104掘立柱建物で、規校はi+.i北5.0m内外．束v.!i2.5m内

外の,t.i~tに長い 2 11\JX 31111の遺構である.SB 105掘ヽrn建物はおよそ束半部が確認でき．南北約Smで:rni1.
束iJ..(jはIIHI以上と推瀾する。他の3軒の掘立柱建物は迅構の北東部が確認されたが、大部分はクリークに切られ

て辺nしない。柱穴の規校は20-SOcm程皮で、不整円形もしくは不整111円形を皇し．深さは10-SOcm相度で.n
7',: の大小はあるもののいずれも似た掘り方をしている。liftも庄悦北から西へ 8゚ -17'の振れ糾にあり、ほぼ

似た方位をもって佳てられている。以上から 5棟とも時1/11をおかず短いJUllfllに次々と建てftえられたものと ・与え

る。ただし掘立柱建物からは追物がほとんど出土していないので、時期の確定に窮する状況であるが、溝が1g.両

などfiiJらかの目的をもって掘られたと考えれば、掘立柱建物と有機（（1なl関述性を推測することはできる。また I:

燎必部には、柏物もしくは樹皮を敷いた状況が行収された。規校はIm前後のぷ整to'iPl形で深さは0.35,nである．

追物は皆無であり、どのような目的に使mされたかははっき りしない。狭小な範囲での潤在のため賓料的に乏し
いことは否めないが、おおよそ13-14(lt紀煩の集落跡と考えることができる。
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図版6 凍淵遺跡 1区
I. 追跡全毀

4. 掘立柱建物検/J!,状況

2. S D103溝検出状況

5. SK 109土濃検出状況
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3. S D101大溝検出状況
6. S D110溝検l.ll状況



7. 赤司遺跡（略号： AK  Z) 

遺跡の所在地

小城郡三日月町大字道辺字緑

潤査主体者

三日月町教育委月会

躙査期間

平成9年8月1日～平成10年3月20日

潤査面積

500m' 

図31 赤司遺跡位口図 (1:25000)

遺跡の概要

赤司遺跡は天山（楳応1046.2m)から岩蔵谷を流下する祇園川の左／＃に広がる扇状地上の水田地帯（標石約12

mlに所在しており、分布域の南側に位霞している導水管埋設のため掘削を受ける道路敷が調査対象となった．

綱査の結果、弥生時代から古墳時代の溝、中世から近世の洞、中世の井戸 ・柱穴等を検出した。調査区東側を

南北に走る SD001は弥生時代前期の溝と考えられ．前期の甕形土器、中期初頭の甕形土器 ・壺形土器、土製紡

錘車等が出土した。

S D003~ S D014の中世の溝からは、土師器の椀・皿、瓦器椀、石鍋、土鍋、湯釜等を中心に遺物が出土した

が、特にS0010とSD005からは輸入陶磁器が出土した。またSE015より壺形のミニチュア土器、 SE016から

は土師器の皿 ・椀、 黙色土器等が出土した。

潤査区周辺は宇佐宮領荘園「赤自庄」の中心部と推定されているが、今回は5mXlOOmという東西に細長い

讀査区の設定であったため、遺跡の性格を把担するまでには至らなかった。しかし中世の溝は集落もしくは屋敷

の区画溝にあたると思われ、 三日月町における中世史の解明のうえで責頂な資料となった。
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図版7 赤司Jl'l跡
l. 作菜風J;-t(東から） 2. S DOOi (南から） 3. S DOOi内氾物Ill土状況
4 . SD004・SDOU・SDOOS (束から） 5. S K017 6. S E016退物11.¥J-.状況
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8. 八ッ溝遺跡（略号： YTM) 

遺跡の所在地

多久市多久町字浦町他

讃査主体者

多久市教ff委目会

阻9査期間

平成9年II月～平成10年3月

讀査面積

2,500面

図33 八ッ溝追跡位沼図 {J:25,000)

遺跡の概嬰

八ッ溝遵跡は、牛津川上流の河川沿いに立地し、九州横断自動車逍開発に伴い発掘潤行された撰分遺跡の隣接

地にある。潤査は便宜上4区分 (I区-IV区） にわけて実施した。

I区では、古項時代の消や土壕が検出され、道物は4-5世紀の時期と思われる土師器や須恵器が出土した。

また、この潤究区については遺構覆土と基本土層の自然科学分析を行い、稲のプラントオパールやソバの花粉を

検出した。また、溝が埋まる過程で照築樹林の減少と畑作の開始がおこっていることなども判明した。

Il区 ・111区では、小穴や溝が検出されたが、辺構術度が低く迅物も少なかった。

IV区の自然流路跡と思われる溝状の窪みから、縄文時代後期の遺物が約1.000点Ill土した。土器はほとんどが

細片で接合できないが、ほぼ完形に近く復元できた固体（浅鉢）もある。石器は石鏃、打製石斧守が出土した。

遺構は埋瓶2基が検出された。
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図版9 八ッ溝遺跡
I. I区洞遭物出土状況
4.'1区発掘調査風景

2. I区土器出土状況
5.'VI区浅鉢出土状況
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3. I区土壌
6.'1区埋甕出土状況



9. 馬場南遺跡（略号： BBS) 

辺跡の所在地

杵島郡江北町大字上小田字馬場南

濶査主体者

江北町枚有委只会

閥査関)ft¥)

平成9年5月22E-平成10-(f.3月25EI

潤在面積

5,800m' 

図34 馬場南追跡位i1'1図 (1:25.000)

追跡の概要

馬場南迫跡は、猥岳から南束に派生した支脈が1::1/i/iを滋じ、丘陵地形となって沖積地へと移行する地形の変換

点に位牧している。Ii陵と丘陵の間には小規模な河川が流れており、谷を土砂で埋めた屈状地を形成している。

迅跡の北側には、弥生時代と中世～近世の集落跡である馬場北迫跡・焼石遺跡があり、北西の乙宮1L1の頂部には

•I• 世末から近世初頭のljl邪で小規棋な城郭が辺存している。この北麓には、この城郭と同時期の掘建柱建物等を
検出した山中n跡が存在する。
本遺跡の謁査では、弥生時代と中世～近世にかけての集落跡で特に弥生時代中期と1f1世末～近世初頭の逍構を

多く検出した。 主な追構は、 土猥50基・溝 7 条・掘立柱建物 7 棟• 井戸3基 ・小穴多数を検出した。上壊は、弥

生吋代中期と中世末～近世初頭のものが主体をなす。溝は中世末～近世初頭に屈するもので、 3A・3 B区にま

たがって検出されたものがあったが、未潤在区及び後世の利1地整理のために規校の把捉は困難であった。掘立柱

建物は中世末から近世初頭のもので、 6A区では頂複して検出されたことから、建せえ又は拡張が推測される．

井戸からは、小破片が数点出土したにすぎなかったため時期の把紺は困難であるが、同潤査区の出土遵物や追構

分布状況から近世初頭に屈するものと推測される．

追物は、弥生時代の中期を主体と した甕 ，磁 ，秘杯・ 器台 ・砥石等が出土した。中世～近世のものでは、中世

末～近世初頭を主体とした土師器皿・須恵器 ・瓦器・染付磁器・白磁 ・W磁等が出土した。また、 6A区では、

完形の龍泉窯系の行磁椀を表而採集した。

馬場南遵跡を含む周辺の追跡群は、ほぼIJJ時期に展開したひとつの集落と考えられ、前年度閥査の山•I・辺跡背

後の乙出山に築かれた城郭と有機的に関述するものと考えられる。

乙宮山の城郭は、 ljl郭構造を碁本とするもので、元々Jjl純な構造であったものを後になって大幅に改修したも

のと考えられ、改修の時期は、完成された豊織系の虎口構造の採用から天正後半から慶長の頃と考えられる。こ

の改修がなされた時期は、馬場南遺跡守の道跡群の集落が苔しく展l用した頃に相当する。

この天正後半から吸長にかけての大規校な抒問や先進的な構造・技術を1半う改fヽは在米の小規模な勢力とは考

えにくく、ほぼ同時期に秤しい展開を示す城下の梨落と合わせて、天正3年に小田に移された馬場氏によるもの

．とするのが自然であろう。
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l・X!llfiLO 馬場,i1辺跡
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10. 団子前遺跡（略号 ：DAG) 

遺跡の所在地

杵島郡江北町大字_J.:小田字団子il1J

閾査主体者

江北町枚有委只会

関査期1111

平成9年10月30日～平成9年11月27日

閥在面積

lOOrrf 

図35 1,11子前遺跡位誼図 {l:25,000)

遺跡の概要

江北町の地形は、悴i部の沖積平野と北部の山地部とに大別される．面部は、白石平野の北端に位誼する起伏の

少ない平坦地で、北部は山麗部にいくつかの谷底平野や扇状地が形成されており、緩斜而地が多く存在する．

町内における表層地質は、南部の低地部においては完新世の泥買未固形堆積物である粘土陪が、北部の山地部

では砂岩と泥岩が互層をなす新生代古第三紀階のうえに玄武岩を主とする新第三紀以降の火山性岩石が載る。町

内における土壌は、面部の低地部では細粒グライ土壌が、北部の山地部では暗赤色土壌、黄色土壌、貨褐色系褐

色森搭土壌、山麗部の谷底平野には細粒灰色低地土壌、上小田地区の扇状地では褐色低地土壌が分布している。

団子前遭跡は、喪岳から派生した北部山地の丘陵地形の鞍部に位誼し、現在はみかん園になっている。平成8

年度の確認潤在で縄文晩期の土器が出土し、また大五の焦曜石を表而採集したことから、平成9年度に本瀾究を

実施した。

調査は、グリッドによる掘り下げを行ったが、道構やユニット等は確認できなかった。出土遺物は細片で時代

考証は難しいが、縄文晩期と推測される土器や弥生時代から近世にかけてのものがあった。しかし、みかん園造

成の際にかなり根穴やスプリンクラーにより撹乱を受けていた。また、黒躍石製の石鏃を表面採船した。

今回の関査では、確認調査の結果や縄文梨落である西百合野遺跡等との位は的環境から縄文集落の確認が期待

されたが、良い成果はあげられなかった。
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図版11 団子•前遺跡
I. 閑査区近伐（西から）

4. 黒叫石出土状況
2. 迅物Iii土状況
5. 迅物出土状況
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3. 迫物出土状況
6. 迫物II¥土状況



11. 樽浦遺跡（略号： TAR) 

迫跡の所在地

伊万里市木須町字樽浦

潤査主体者

伊万里市教有委貝会

讃査期間

平成9年7月～平成9年9月

讀究面積

360n( 

追跡の概要

樽涌遺跡は、伊万里市木須町字樽浦に所じする。伊

万里市街から北西方向約4lmのところにあり、北から 樽浦迅跡位誼図 (1:25,000)

南に流れている矢竹川によって形成された谷の西側に位誼している。立地条件としては北西から南東に伸びる尾

根の緩やかな斜面の先端にあり、眼前は北東方向から束側にかけて西南方向まで大きくl用けている。現況は畑で、

谷周辺部は水田となっている。その他は山林と竹林である。標高は約32mで、矢竹川との比底差は約Gmである。

発掘潤布は逍路として開発される部分のみを次施し、道路計画の道路中央線を基準として2mX2mのグリ ッ

ドを設定した。讃査方法は包含陪の直上まで重機によって排土し、以下は人力によって包含府の上面を検ti¥し、

グリッド設定後、掘り下げを実施した。出土遺物については光波測只機によるドット取り上げを行った。掘り下

げ開始後、予想していたよりも包含層内の這物の出土点数が多いことから、ドット取り上げとグリッドごとの取

り上げを併用した。出土状況の全体的な傾向としては，潤査範囲の位麻位を中心域としてほぼ同心円状に広がり

を見せている。特に一番の集中域である範囲は円形をしており、直径は約2.3mである。その周辺には帯状に秘

中城が見られる。また潤在範囲内には別の集中域が見られる。土陪の基本層序は3mである。迅物が出土する層
は基本的に1府と 2層の上隈である．出土傾向としては、道物の出土点数が少ない場所についてはほぼI/Mと2

層の上附からの出土であるが、遺物集中域では2層からも11l土している。3焙からは辺物の出土はほとんどなく｀

1、2層は3層の風化土と思われる。石器の総出土点数は、フレイク、チップなどを含めて11,584点である。石

材は大部分が焦曜石であり、サヌカイトも使用されている。ツール類はスクレイパーが約半数を占め、石鏃は

32.5%を占めている。石鏃は多くのパリエーションが兄られるが、特に局部府製石鏃が多只に出土している。逆

にドリル、石皿などが見られない．特に石nnは使用したと思われる破片のみが出土しただけで、完形品は出土し

ていない。採集していた食料の違いによる可能性も考えられる。伊万里市で初めて異形石器 （トロトロ石器）

（全長6.70cm・ 最大幅3.85cm・If/.さ0.95cm・重lit20.0g)が出土した。育白色のチャー ト製である。剥離痕跡の9交

のつぶれなどは見られず、研暦のLU跡は見られない。土器は21点出土しているが、遺存状況は悪く、その大半は

小破片である。紋様は楕円押型文と条痕文と思われる。他の異形1淑部l{i穀石器の1.l1土例を見ても押型文：I: 器後半

期であり、 当遺跡も同様であると思われる。

今回の瀾査から｀ 樽浦遺跡は縄文時代早期後半の迫跡と考えられる。伊万里市内においても縄文時代早期の辺

跡潤査例は少なく、 白蛇山岩陰遺跡しか実施していない。特に今回の発掘讃査によって異形石器が出土したこと

は、今後縄文時代の祭祀や交砧を考える上で貸頂な沢料を得ることがでさた。
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図販12 得浦遺跡

I. 遺跡近-;;t(南東から）
4. 土屈1折ilii(北束から）

2. 包含屈検出面（北東から）
5. 土器出土状況（南西から）
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3. 完掘状況（東から）
6. 閥在風只・（西から）



12. 竹木場丹ノ木遺跡（略号： TT K) 

遺跡の所在地

唐津市竹木場字丹ノ木

閤査主体者

唐津市教育委員会

潤査期間

平成9年7月2日-8月308

潤充面積

SOOrrl 

旧跡の概要 図37 竹木場丹ノ木追跡位誼図 (1:25,000)

竹木場丹ノ木遺跡は、唐津市の西側に広がる標麻約200m 1i~後の通称上場台地（東松浦玄武岩台地）の南部に

位買する。肝淳市を南北に流れる松浦Ill支流の田中川の位上流で東松浦半島を開析する小河川の最奥部に延び出

す丘陵上に立地する。

本遵跡の周辺には、西南方向に流れ出す田中Ill流域に竹木場向ノ原遺跡、竹木場荒谷遺跡｀唐ノ川麻峰遺跡、

唐ノIll丸尾遺跡、店ノ川西ノ1次遺跡などが分布している。また、南束方向の台地上には、竹木場前田遺跡、杉谷

溜l・U邊跡、菅牟田西山遺跡、菅牟田11.l龍遺跡．召牟田荒谷遺跡、山田団六遺跡などが分布している。北には

馬場野遺跡．馬場野ゴルフ場遺跡が所在する．

関査は、面工事により削平を受けるSOOrdで、谷部にあたる現水田を挟む2地区 {A,B地区）について実施し

た。

A地区 (400m')の閲在では、開析された谷部に延び出すわずかな丘陵上に、 大小3つのほぼ平坦な而を検出

した。讃査区中央部の最も広い平用面の下部には｀残存状態は良好ではないが比較的大型の炭化物が/JI土してお

り、住居跡の可能性も考えられる。東側の丘陵上部の平坦而では、炭化物を含む土燦状の遺構を検出した。潤査

区の中央部より西側で住居跡に伴うものか柱穴状の遺構が検出された．潤査区及びその周辺は大型の礫が多く見

られるが、遺構に伴うものではなく自然躇の流れ込みと思われる。讃査区からは、旧石器時代から弥生時代にか

けての追物が出土している。

B地区 (IOOm'lはA地区より約70m南西に位沼し、東側の谷部にかけて堆積しているが、 B地区全体に薄い

堆積となっている。遺構は検出されず、 B地区内外に広がる大小の礫を近年の耕地整理の時に採取したものか、

その痕跡が見られる。遵物の出土は少ない。

今回の潤査では、現段階で検Illされた遠構の性格や時期等は明確ではない。出士追物数はA.B地区ともに全

体的に見て少ない。旧石器時代の遺物ではナイフ形石器等が出土している．縄文時代の遺物には、土器の出土は

ほとんどなく、 石器類で早期と考えられる石鏃がA地区の中央部付近から比較的まとまった数が出土している．

他に石核なども出土している。弥生時代の違物は、中期の土器片が比較的小範囲で出土しており、同一個体の可

能性もある。

これらの讃丘結果をもとに、不l月遺構の時期や性格を解l肝lする必要がある。
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図版13 竹木場丹ノ木辺跡

I. 迫跡全棗（南から） 2. 追物11•,土状況 3. 発掘閲釦瓜屎
4. A地区全梨 （東から） 5. A地1ヌ追物Iii土状況（西から） 6. B地区全l;t(洒から）
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13. 納所笹山遺跡（略号： S SY) 

迅跡の所在地

束松浦郡肥前町大字納所字笹山

関査主体者

肥前LLF教ff委目会

讃査期間

平成9年II月-12月

閲査面積

26m・ 

図38 納所笹山遺跡位は図 (1:25,000)

追跡の概嬰

納所笹山遺跡は、肥1iil町の北部、襟科約110mの丘陵の尾根部に位冠し、天候に恵まれたときは壱岐會対馬な

ど玄海の島々を望むことができる。現在、この付近は畑地として利用されており、周辺には荒崎迫跡、太田道跡

など旧石器～縄文時代の道跡が点在している。

潤査はA・Bの潤査区を設けすぺて手掘りで行い、遺物は潤査区ごとに出土地点、絶対高を記録して取り上げ

た。

今回の潤査では、黒曜石製の剥片・砕片8点が出土したが、潤査面積も狭く、辺跡の詳細については不明であ

る．しかし、確認潤査では彫器が1点1.ll土しており、付近からは石鏃を表面採集していることなどから、旧石器

～縄文時代の遺跡が広範1ii1に存在することは明らかであり、今後の潤査に期待したい。

-68-



1刈版14 納,;Ii-筒Iii迫跡
I. il'.I蹄全r.t(1tiから）
2. U'? (1Lliから）
:l. 迅物11¥・l:状況（北から）
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N. まとめ

平成10年疫の農業晶盤整備l]<菜等にかかる文化財確認閲査を、佐賀東部地区の,(湘栖iii.,i, 原町のliii I町の2

地区、佐買西部地区では佐竹市・大:fjJ町・ 三n月町・1;1:1:町の Iili 3町の8地区、佐賀南部地区においてはr1:北
町の 1地区のみ、佐買北部地区では伊万里市 ・浜玉町・ 巌木町・西有田町の I1l13町の6地区、佐買上場地区で

は/Jlil暉・肥前町の1,r,1町の4地区で実施した．

また．平成8年度の確認潤在結果の協議に碁づき実施した発掘閥fi(本，~1i!t) は、上峰町・ 7.1士町・佐約Ii ·

三H月町 ・多久,Ii・j.[北町・IP-n里市 ・f.'fil!市・肥Ii/I町の13辺跡である。以下、平成9年度の確認潤在について、

地区毎にまとめてみたし、．

(1)佐賀東部地区

.(↓栖市、中原町ともに九千部山横I祈線地区で辺跡が確認された。

凡栖,Ii分については、勝尾城本丸跡と館跡を結ぶ登城辺の両佃l一帯が対象地となったため確認穎在を実施した。

その結火、対象地内の大千辺を中心とする斜面に点在する小規桟な平島から、 6組みの磁跡や~il状の焼け而の追

構や染付けon• 61蹄J困器片・瓦れの外・白磁の皿等の迅物が検出され、これらの地点が臨時的（戦IJり時に機能す

る）な曲輪群であること、しかも石垣などをもつ本格的11¥dh輪から述絞し、館から本丸へと至る1111位群の一部を

椙成するものであることがわかった。中原町分では、平成12年度工区分までを対象に確認潤究を実施した。；関在

地は所々に平坦部をもつ尾根が中心で、古代及び中世の氾跡が確認された。検ti¥された辺構は、柱穴、上廣、 t 

嬰などで、追物は須恵器や土師器などである。なかでも、石で区画された施設内に．内面に煤が付粁した灯明1111

として使われたと考えられる完形の上器がれかれている状況が確認され、潤在地が山中であることから通常の船

落にある施設とは考えにくく、この氾跡がなんらかの祭祀に1関わる辺跡である可能性が麻いことを示峻している．

文献に残らないこのような山中での祭祀行為が確認されたことは典味深い。

(2)佐賀西部地区

佐竹市 ：鉛島地区・金立東部地区・兵l,j{北部地区、 三l・I月町 ：佐釘西部＃水路の4地区で旧跡の存任を確、認し

た．

鋭品地区では、井戸 .-1澳負・小穴守及び土師器・瓦器・困磁器が検出され、平安～室町時代にかけての瓜落跡

であることが明らかとなり、 「江里追跡」として周知化した。金立東部地区では、弥生時代の壺および想の破片

を伴う溝 1 条と、古代-•I•世と思われる土師器Oil片を確認し、隣接する弥生 ・古j作時代・中世の追跡である上九

郎遺跡の範圃を拡大することで周知化した。 兵庫北部地区では、溝 • 土痰・柱穴等及び弥生土器・ 上師器・w
磁・陶器・ 染付けなどの破片と鉄沖が検出され、地元に 「屈敷」の伝承があることから、中世～近世の閑沿知落

の中心祁であった可能性があるこ とがわかった。三日n町の佐沢西部心水事菜に伴う確認潤在では、 土破．柱

穴・小穴 ・追物包含府等及び弥生土器片（巾期） ・ 黒昭石~I片・木杭 ・ 白磁碗 IV類底部等が検出され． 十·生辺跡

国指定地を中心とする弥生時代の島落の町内における範曲の広がりを確認した。

(3}佐賀南部地区

佐釘南部地区では、若干の迅物が/1¥土したのみで迫跡は確認されなかった。
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(4)佐賀北部地区

浜玉町：浜玉地区（大岩工区・上/II原工区）の2地区で遺跡が確認された。

大岩工区では溝状の迅構から弥生時代後期～古項時代前期の棗・甕の口縁部の破片が出土した。上川原工区で

は、中世の辺物包含層を検出した。なお、厳木町では今年駁工事予定地内で発兄した近代の炭窯を対象に潤在を

実施した．

(5〉佐賀上場地区

唐淳市：上場D期地区（竹木場地区 ・菅牟田地区）. f.!fi.11東部地区（柏崎地区）、肥前町：上場川期地区（寺浦

支線19汀')の4地区で辺跡が確認された。

竹木場地区では、前年度にIEI石器 ・縄文0、9代の遺物が確認された黄褐色土府から、安11.J岩の剥片等を検出し、

黒曜石の表面採集もあったことから、良好な包含肋が遺存していると考えられ、竹木場丹ノ木遠跡として周知化

した。行牟田地区では、柱穴状の遺構と追物包含局を検出し、同じ黄褐色土層の迫物包含層から彫器や剥片等の

旧石器時代から縄文時代にかけての石器が出土した。柏崎地区では、柱,.,状の這構と迫物包含層及び、弥生土器

片・須恵器 ・甑の把手 ・土師IIIl等を検/Jjしたことから、弥生時代～古項時代の集落であることが確認された。寺

浦支線19号地区では、ナイフ形石器・細石刃・剥片等の遺物が出土した旧石器～縄文時代の包含層が確認され、

八祈迫跡として周知化した．

以上、佐買県内において平成9年度に実施された農業店盤整紺事業に係る埋蔵文化財の確認讃査に関する既嬰

を付記したが、中山JUI地域牒村整偏など、事業内容の多様化に伴い確認される追跡の内容にも多様化の傾向が見

られ、より綿密な瀾整が必要となってきている。平成10年度の只菜基盤整備事業等に係る文化財確認讃査及び閥

在結果に括づく協議に際しては、農林川当部局、土地改良区、市町村教行委員会の協力により、順潤に運ぶこと

ができた。1関係打各位に惑謝したい。
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V. 資料
1. 農林業基盤整備事業等に係る文化財講査の進め方

①9月上旬 ②9月中旬-10月上旬

翌（々）年度ll渭業計画内の提出 市町村教委と事前打ち合わせ及び現地踏査等

農林部から文化財課へ翌（々）年度

DII施工計画図等の提出（協講）

,,, 町村教委と図面をもとに確認潤査箇所

について打ち合わせ

③ 10月16EI ④ 10月下旬-12月上句

・吼文化財確認閥査実施

九州農政局筑後Ill下流関業水利事務所

九州農政局佐買中部農地防災事務所

農村計雨課 ・ 農村整紺課 • 森林整鋭課

林政課 ・流通園芸課・各農林事務所

市町村農林祖当課・市町村教村委員会

文化財課と確認潤査についての打ち合わせ

L. ... •... 県代補助事菜3t画内の提出

ヒアリング

⑤ 11月下旬-12月上旬 ⑥ 12月下旬 ⑦新年度

三
文化財所在地区の農林栗碁盤

整紺？彬業等について協議

（数回）

翌年度発掘潤査箇所（面積）

の決定、発掘閥査の時期閥整 菜

）
U

月
、.̀
助

4

補

（

庫

示
国

内

、

・

..• 

，
 

•••••.•••

••••.••••• 

〇国庫補助事業Jt画1'J提出 (12月）

〇文化庁ヒアリング (1-2月）
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2. 確認関査実施要領 （平成9年度）

① 確認潤在

（））準紺

I. 発掘承諾内 u,1添））

文化財諜へIJrl跡1通。エ.!J(担当課窓口。発掘承諾については、承諾内のみではなく．潤査対象地椛者

への、潤在に対する承認を充分糾ておく。

2. 現地確認および確認潤査計画

閾査日・ エ事担当課立会のうえ、エ事範Ill!(潤究範Ill!). 掘削機搬人路・その他を検it{し．確認潤在nt
画1り（別添2)および関係!!I類を文化財課に提出．

3. 掘削機・作菜Uの手配等

人数の目安は、手掘りの場合

掘削機使用の場合

I 5人/I日

3人/1日

※作業条件：作業時間 8: 30-17: 15 日当 6.2001'1

※雁用予定発掘作菜aの名fiJ(別添4)を作成し、 iii前に文化財諜に提出。
4. その他mJ.?するもの

小型カメラ ・ 野帳・移植ゴテ ・ 尺 ・ エ~,iat両図而・文化財諜指定のH誌（別添 5) ・文化II枯＇が fll:Q.す

るフ ィルム (35ミリ ・カラーフ ィルム24枚船り）等の潤在記録類．

なお、作菜Uには各自シャペルを用意してもらうこと。

(2)濶牡

I. 原則として、 20m間隔で碁盤目状に試掘坑を設定。

2. 試掘坑は、 2mX2mを枯準とする．

，耕作土と深土を1区別する。

• 土附、氾構面までの深さ、氾構 ・迫物の性格及び遵存状況等を記録する。

，埋め戻しは、深上を先に戻して十分転圧した後．耕作土を戻して復IEIする。

3. 耕作物 ・辺・水路等の収扱いに注意し、またエI]瑾担当課が必ず立ち会うこと。

閲C(iにおいては、安全に充分心掛けること。

，I. 掘削機~w及び発掘作采目の作菜状況を必ず複数枚船影すること曹

② 、}り在記録の整理

I. 日誌 ・潤在地区、試掘数、その他特飛すべきことを記録する．

・作菜日数 （例：7.5人）、 掘削機台数（例：し5台）

・文化財課へは、印のある/);[紙 （別添5)を提出すること。

2'潤査結果さ （別孫6)は潤査区jijにまとめる。

3 試掘坑土附図（別添7)、迅構が検出された場合は平而略悧（別添8)を作成する．

4. 屈而 試掘坑の位収・ 番号 ・追構面までの深さ（例：ー45cm) ・迅蹄の範囲等を配布した:nJ屯l面に

記入する。
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Aヽヽ り が な さがけんのうぎょうきぱんせいびじぎょうにかかるぶんかざいちょうさほうこくしょ

..'! 名 佐買県Cl某）＆盤整紺 •Ji菜に係る文化財，~rn報告~11 7

シリーズ名 佐符県文化財潤在報告；}

シリーズ番乃 第141~

船 r, 名 i!i川直樹

紺 島 機 関 佐Tl.駄教行委目会

J折 (f. 地 〒840-8570 IH! り，瑾佐賀iii城内I-I-59TEL.0952(24)21ll 

発行年 flrJ I幽年3月311:1

閥在クl~ 1fti積
コ ド

ふりがな ふりが 北 節 東 経 洪 i't 期 ml （確詔、Jtl't) 閲究原lさl

所収辺跡名 な
● , . ,, . ha 

mmtl迫跡番分

佐,> 竹• U県4 

n腹ヽ.菜.令J●店,盤u ： 
19970401 

整鴫,,紺, ·J'• '棠ヽ令 佐●買●'.. 県.. 内い 農林菜碁盤
: 344.) 

地..1>'("1/i'・
整協ボ業亨， 19980331 

追,, 淋.. ： 
， 

所収追跡名 種 別 中．な時代 屯な迅構 主な迫物 特，~I.! •Ji 項

佐t'lM 集 蕗 旧石器時代 絡落迫 構 石芯.・I・. 沿 確認閑代報店のほかに、

農某店盤 t{l . 岱群 石 棺 給 刷 磁 沿 平成9年度に農菜）＆盤整

整備事業 ,_j, • JJl 近 世 -LI J- t{I ほか 備祁業に伴い実施された

地区内 ほか 包含 h'I 13追跡の潤任概要をl和収

迫跡 ほか
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